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感じました。
残念ながら今の大学におけるキャリア教育は
「＝就職準備教育」の意味合い（認識）が強く，
エントリーシートや履歴書の書き方，面接の練習
が主流のようになっています。私は，本来，キャ
リア教育は3年生になって慌てて始めるものでは
なく，日常を通して自分の中にある「軸」に気づ
き，その軸に沿ってやりたい事を見つけ，それを
実現出来そうな業種や職種，企業を探していくべ
きだと感じております。そのおおもとの考え方は，
安田先生の学生への接し方を観察する中から学び
ました。今，キャリアカウンセラーとして全くの
異業種に足を踏み入れたきっかけや土台は，安田
先生から教えて頂いたと感じております。
あの時，一念発起して亜細亜大学の社会人科目
等履修生の門を叩いていなかったならば，また安
田先生と出会っていないならば，キャリアカウン
セラーとしての今の私はなかったかも知れません。
今でもご縁でキャリアデザインの講義にゲスト講
師として招いて頂き，その際の紹介の際にも「本
人を前にして言うのは，失礼かも知れませんが，
ちょっと変わった方です」と紹介して頂いており
ます。本当に変わった人間かも知れません。前述
しましたが，初対面の面接の際も「どうしてあな
たのような接客のプロがホスピタリティを学びた
いのですか？」と，ある意味興味津々で私の話を
聴いて下さった事を思い出します。「今更，どう
して？ そして休職してまで通うの？」と，私が
安田先生の立場でも同じ事を思ったかも知れませ
ん。しかし「接客のプロ」としてではなく「点よ
り線で，一期一会ではなく人ともっと密接に関わ
りたい」「若者の将来を考える際の支援をしたい」
という接客では味わえない「自分の軸」に気づく
ために，天が安田先生に引き合わせて下さったの
かも知れません。
この業界の専門用語で｢planned happenstance｣
（計画的偶発性）というスタンフォード大学のク
ルンボルツ博士の理論があります。キャリアは偶
然の出来事，予期せぬ事に対し，最善を尽くす事
で形成されるものという考え方です。亜細亜大学
での先生との出会いは，私にとっては偶然の出来
事でありましたが，先生のお力添えで「planned
happenstance」に変える事が出来ました。とい
うのも，この予期せぬ偶然の出来事を「planned
happenstance」に変えるには「好奇心」「持続
性」「楽観性」「柔軟性」「リスク・テイキング」
の5つの力を磨いておく必要があるそうです。科
目等履修生の間は常に私には思いもよらぬような
視点からのアドバイスを頂戴し，学生でなくなっ
てからも事あるごとに相談に乗って頂き，私の上
記5つの力を持続させる刺激を下さいました。
今，先生に気づかされたその「軸」に沿って使
命に出会った私は，安田ゼミの学生のように，じ
っくりと自分と向き合い，「自分の軸」に沿った
進路決定が出来る学生を増やしていくのが目標で
す。これからも安田先生の学生への温かい指導を
お手本にキャリアカウンセラーとして学生支援に
当たりたいと思います。
先生，亜細亜大学でのご指導お疲れ様でした。
学生のみならず私にも人生の岐路の際，温かいご
助言，ご指導，ありがとうございました。先生の
ご退官後の人生もより素晴らしい実り多きもので
ありますように心よりお祈りしております。
学生のみならず私の人生選択まで変えてしまった安田先生
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